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シー

ン 
⼤項⽬ 小項⽬ 内　容 資料№ 

１．リスク

の把握・評

価 

①プログラム実施の可

否判断 

各種許可申請、法令・条例に

基づく資格取得の必要の有

無確認 

•法令 • 条例に基づく許可申請、資格取得は必要ない 

•漁業組合との協定の締結​  

 

 
レース扱いの確認 •ガイド付きツアーのため、レース扱いにはならない  

②参加者レベル 参加者レベルの設定 

•3歳以上、もしくは体重13ｷﾛ以上でライフジャケットを装着できる者 

（中学⽣未満は保護者同伴。15歳未満は保護者の同意書が必要。）※

ツアーによって対象年齢は異なる 

•ガイドの指⽰を理解できる者 

07 

 外国人対応 ・免責同意書、１３歳以下免責同意書の英語版を作成 07 

③装備 装備品の確認 

•準備時にライフジャケットのバックル破損、破れ、ヘルメットのバックル、

内側フォームの破損をチェックする。ボードの空気圧の確認、OSライン、

Dリングの損傷などがないかの確認を⾏う 

04 

 
装備品の装着 

•ライフジャケットの装着、バックルの締め上げは必ずガイドが行い、ツ

アー中に自分で緩めないように注意喚起をおこなう。 
04 

 参加者の私物使⽤の場合の

基準 

•ライフジャケット、ヘルメッ ト、シューズで、ゲストの私物利⽤は上記の

内容の確認事項に準じ、誓約書への署名を義務付ける 
07 

④天候 中止、変更の判断基準 

•⾬天決⾏（⾬量による） 

各ツアーの中止基準およびコース変更基準を以下の通り定める。 

なお、最終判断はトリップリーダーが行い、前日および当日の水位変動・

参加者のチーム構成・担当ガイドのスキルや経験値などを総合的に考

慮して決定するものとする。 

 

■ ロングツアー 

小歩危コース 

• ​ 大豊ゲージ：1.2m 以上 

• ​ 下名ゲージ：2.45m 以上 

大歩危コース 

• ​ 大豊ゲージ：3.5m 以上 

■ ショートツアー 

• ​ 大豊ゲージ：3.5m 以上 

■ キッズツアー（大豊ゲージ基準） 
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• ​ –0.15m ～ 0.15m：ファミリーコースへの変更を検討 

• ​ 0.16m ～ 1.0m：通常コースを下る 

• ​ 1.1m ～ 1.2m：ファミリーコースへの変更を検討 

• ​ 1.21m ～ 6.0m：ファミリーコースを下る 

• ※水量が増加傾向の場合、5.0m を超えた時点で中止を検討 

■ ファミリーツアー 

• ​ 大豊ゲージ：2.5m 以上 

•各ツアー出発前の時点を最終決定とし、高知県中部、徳島県北部に発

令された気象庁発表の天気予報に基づき、以下のように規定する。 

 

大雨・洪水・注意報・・・周囲の状況を包括的に判断し、ツアーのコース

変更/中止の判断をする。 

大雨・洪水・警報・・・基本的には全ツアー中止とするが、警報が発令さ

れた場所、状況を検討し判断する。ツアーを催行する際もツアー途中で

の中止決定を速やかに行える体制をとる。　 

※ツアー中にも携帯電話等でチェックできる体制をとる。 

•中止の場合、ツアー前⽇に参加者に連絡し、ツアー実施の可否を伝え

る 

•当⽇、ツアー開始後にダムからの放流量が急激に増え、規定⽔量を

上回る可能性がある場合、ツアーを短縮することをお客様に告知し、状

況に応じて速やかに切り上げる 

 天候悪化時の別ルート •緊急時の救助アクセスを表にまとめ、その情報は消防とも共有しておく 02 

 
地震発生時の対策 ●地震発生時の避難場所への誘導や対応についてもマニュアルを作成 ① 

2.従前の

予防対策・

補償の検

討 

①申込書（同意書）及

び 
申込書（同意書）の作成 

◆以下について明記した申込書（同意書）を作成 

●参加に関するルールと同意 

※１８歳未満の⽅は必ず保護者サイン欄にサインを頂く 

※13歳未満の方は別紙免責同意書にも署名してもらう 

07 

②体調管理 体調確認（参加者） •参加確認書兼同意書にて参加者に確認の上参加してもらう 07 

 
体調確認（事業者） 

•受付時やセーフティートーク時、川に出てからは、ガイドとの応対で異常

がないか⽬視で確認する 
 

③安全説明  

事前に参加者にラフティング等の危険性について説明、または明示する 

 

〇事前説明とチェック 

　　ラフティングとは自然を相手にした危険を伴うウォータースポーツであ

ることを説明し理解してもらう。その上で、参加意思を表明していただく

(参加同意書へのサイン) 

08 
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　　また、体調のチェックを行い妊娠、重度の体調不良（風邪、二日酔

い）、飲酒直後等の場合はツアーへの参加をこちらからお断りする。その

他にも、喘息、糖尿病、心臓病、肩の脱臼癖等、ツアー参加には直接の

問題はない場合でも必要とする薬、器具、処置方法を、事前に聞きだし

迅速に対処できるようにする。 

　　当日のコンディション、コース、所要時間を説明する 

 

　〇セーフティートーク 

　　ラフティングで一番多い怪我の原因パドル(Tｸﾞﾘｯﾌﾟ)の取り扱いに関

する注意 

　・W,W,F,Pの説明 

　両足のつま先を水面に出るくらいまでしっかり上げる 

　流れの中にある岩にはしがみつかずに両足で蹴る 

　・激しい瀬の中ではPFDを着ていても何度かは水中に沈むことを知ら

せておく　 

　・落水後、ボートの下敷きになっても焦らず、ボートの底を両手で押し

上げながらボートを伝って脱出する 

　・レスキューの仕方、され方　 

落水者がアウトサイドラインを掴んでいれば、PFDの肩口をつかみ速や

かにボート内に引き上げる（実演） 

　掴んでいなかった場合の、手、パドル、レスキューロープ、セーフティー

カヤックによるレスキューを実演しながら説明 

・ラフトがフリップした場合の対処法の説明 

フリップしたボートの裏側は空気がすえるが、周りの状況が分からない

ため危険。速やかにボートの外側に脱出しアウトサイドラインを掴む 

ガイドの指示を良く聞きそれに従う 

指示がない場合は激しいセクションをWWFPでやり過ごした後、一番近

い岸、もしくはボートに泳ぎつきガイドから視認できる安全な場所でレス

キューを待つ 

・不安定な足場となる岩場を歩く、ボートからの乗り降りの際に十分足元

に気を付ける 

　〇パドルトーク 

　　ラフトへの座り方 

パドル(Tｸﾞﾘｯﾌﾟ)の握り方 

　　漕ぎ方 

　前漕ぎ、後ろ漕ぎ 

　　つかまり方 

　つかまって（Hold On） しゃがんで、はいって（Get Down） 
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　　ボート内での移動方法 

　右によって、左によって（High side、Over） 

 

シーン ⼤項⽬ 小項⽬ 内　容 資料№ 

2.従前の予

防対策・補

償の検討 

④予見・回避 危険箇所の想定と対策 

•シーズン初めと増水後に行われる下見下りにより、瀬の変化、危険個所の

チェック、洗い出しを行い、その情報を会社間で共有する 

•緊急時の連絡先（病院、警察、消防）のリストを作成 

02 

03 

11 

 
対策に必要なトレーニングや専

門家アドバイス 

•社内トレーニングを定期的におこなう 

消防、他社との合同トレーニングも含む 

•事故等の緊急時の対応マニュアルを作成し、ツアー時に携帯 

05 

③ 

 
救命講習の受講 

•ガイドは消防署において受講できる「救命救急講習」を受講 

・野外救急法スクールSOLO受講　受講者リスト2025 
06 

 

緊急連絡体制の設定 

•事故等の緊急時の対応マニュアルを作成し、ツアー時に携帯 

　※基本的に携帯電話の電波は通じているが、キャリアによっては電波が弱い

箇所があるので、その場合は移動をすること 

05 

 地域住民、警察、消防、病院、保

健所との連携協議 
•緊急時の連絡先（病院、警察、消防）のリストを作成 03 

⑤衛生管理 衛生管理の徹底 ・飲食店営業許可 

・菓子製造業営業許可 

・食品衛生責任者講習受講 

12 

13 

14 

⑥保険内容の確認 保険メニューの確認 •保険内容について保険会社と確認 01 

 補償範囲の明確化 •補償内容を記載した書面を作成する 01 

⑦免責事項の留意点 
免責事項の説明 •「危機管理は⾃⼰責任であることを⼗分認識し、同意する。 07 

 
免責が無効となった場合の対処 •加⼊している保険で対応する  

①申し込みの受付 申込内容の確認 
作成された、申込書の内容に不備がないかを確認し、同意がされているかを確

認する。 

 

②実施前 
天候等条件の確認 

天候やその他周辺環境がプログラム実⾏か確認を⾏う 

　前⽇⼤⾬で⽔位が高い 

　道路などが通⾏止めなど 

中止、変

更の判断
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基準の確

認 

３．体験プ

ログラムの

受付から当

⽇の対応 

 
申込内容の再確認 

申込内容に間違いがないか、再度確認を⾏う。  

 

携帯品や使⽤備品の確認 

プログラムに必要な装備や備品等数量や安全性も含めて確認を⾏う。 

緊急連絡や事故対応に関するマニュアルも携帯を⾏う。 
03 

05 

 
体調管理（事業者） ガイド⾃⾝が体験プログラムが実⾏可能であるか確認を⾏う。  

 

体調管理（参加者） 

参加同意書内に健康チェック項目を設け、当⽇の体調について確認を⾏う。 

体調不良等により参加を認められない参加者が出た際には、⼗分に理由を説明

し、理解が得られない場合などは、毅然とした態度で対応する。 

07 

③実施中 
安全説明 作成したチェクリストに応じて、安全説明を⾏い、周知を⾏う。 08 

 

プログラム実⾏ 

常に参加者に対して注意を配り、実⾏マニュアルに沿ったプログラムを実⾏する 

　・プログラムの内容 

　・危険個所/参加者レベルに応じた休憩、給⽔ 

11 

② 

 
緊急時の対応 

・急な天候の悪化や、地震等の⾃然災害、事故が発生した場合も冷静に、緊急

時のマニュアルに沿った対応を⾏う。 
05 

 

シーン ⼤項⽬ 小項⽬ 内　容 資料№ 

事故対

応 

実施中 事故対応の実施 
事故発生時の警察や消防、病院への報告や救命処置、応急手当等につ

いてのマニュアルに沿って対応を⾏う。 
05 

 
事故処理後の記録作成 

事故処理後に必要な記録項⽬（現場写真、スタッフ・参加者聞き取り等）

を定めた、アクシデントレポートを作成する 

→ただし、被害者の対応を最優先すること 
09 

実施後 
被害者及び関係者の心情に

配慮した対応 
被害者の心情を優先した言葉使いや配慮を心掛ける。  

 保険会社や弁護⼠への確

認・相談 

加⼊している保険内容を確認のうえ、保険会社に今後の対応を相談す

る。 
 

フォロー 謝罪、補償対応 
場合によってはトラブルに発展することもあるため、⾃⾝の判断だけでは

なく、保険会社と相談しながら適正に対処する。 
 

事故報告書 事故調査報告書の作成 
予め調査項⽬を設定して事故調査報告書を定めておき、万一事故が発

生した場合には、できるだけ迅速且つ正確に報告書を作成する。 
10 
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調査結果の共有・公開 

調査結果については、被害者やその関係者の確認や同意を得たのち、適

正に共有、公開することで再発防止につなげる。 

今後の事故防止対策に生かせるよう、調査結果については、同業者間で

共有することが望ましい。 

10 
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事 業 概 要  

  

  

事業名  ラフティング/カヤック/パックラフト/キャニオニングツアー  

事業者名   株式会社ハッピーラフト 

住所   高知県長岡郡大豊町筏木221 

連絡先   0887-75-0500 

責任者   桂川輝彦 

  

事業内容  
 アウトドアアクティビティー企画・運営 

飲食 

宿泊 

  

契約保険会社   共栄火災海上保険株式会社 

ガイド⽒名  

桂川輝彦 

武安洋平 

トレストン・マーク･ケリー 

齋藤隆史 

マーク・ハーチンソン 

飯島明紀 

尾形未央子 

柏泰樹 

藤原然 

中口展健 

宮本怜央奈 

中川海斗 

藤澤玲奈 

キアヌ・大竹・ハント 

宮本ニッキィ 

川村智夢 
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福居秀和 

エドワード・ドレ 

ラメッシュ・グルング 

カイル・ボイド・タウェラ 

カーク・トーマス・ラーセン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
01 保険内容  

 作成⽇ 令和8年4⽉21⽇  
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【損害保険】  
  

保険会社  保険種類  補償内容  保険期間  備考欄  

  

  
共栄火災海上保

険株式会社  

  

  

賠償責任保険  

１事故保険⾦額 ５億円  

  

（⼀年更新）  

令和 8年 4⽉  

28⽇午後 4時か

ら令和9年 4 

⽉ 28 

⽇午後 4時まで  

  

共栄火災海上保険

株式会社 

 

  

国内旅⾏傷害

保険  

死亡 • 後遺障害　1.000万円 

入院保険日額　8.000円 

通院保険日額　2.500円 

  

 （⼀年更新）  

令和 7年 8⽉  

27⽇午前0時か

ら令和8年 8 

⽉ 26⽇午後 12
時まで 

  

保険代理店 a.i.r 

担当 小田健彦様  

  

 国内旅行損害保険契約内容 

Contents of domestic travel insurance insurance policy 
 

○保険契約者名Policyholder name　　株式会社　ハッピーラフトHappyraft 
 

補償内容 
Compensation contents　 

保険金額 
Insurance amount 

死亡後遺障害保険金額 
Death benefit obstacle insurance 

amount 

1,000万円 
10,000,000 yen 

入院保険日額 
Hospital insurance daily amount 

8,000円 
8,000 yen 

通院保険日額 
Daily insurance policy 

2,500円 
2,500 yen 

備考：上記は1名あたりの保険金額です 
Remarks: The above is the insurance amount per person 
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　　　　　　　　　　　　共栄火災海上保険株式会社 
Kyoei Fire and Marine Insurance Co., Ltd. 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
【保険請求お手続きの流れ】 
 
・保険会社から1～2週間程で書類が郵送されます。 
・ハッピーラフトからも、必要書類を郵送いたします。 
 
・治療終了後、 
　保険会社からの書類にご記入頂き、病院の領収書やハッピーラフトから届いた必要書類と併せて

保険会社にご郵送ください。 
 
※​ ご自分の健康保険等を使って医療費を支払って頂き、治療が終わってからか給付の限度日数の１８０日を

越えた時点での請求になります。 
 
※​ 入院は事故の日からその日を含めて１８０日までの入院に対して日額８０００円が給付され、通院は事故

の日からその日を含めて１８０日までの９０日を限度に支払われます。 
※​ こちらの保険は病院などでかかった医療費を負担するものではなく、病院にかかった日数に入院や通院の

日額を給付する日額払いです。 
 
ご不明な点等ございましたらご連絡ください。 

 (株)ハッピーラフト 
 〒789-0157　高知県長岡郡大豊町筏木221-1 

 Tel:0887-75-0500 / Fax:0887-75-0388 
 office:090-1000-8184 

 LINE ID:happyraft / WhatsApp:+8190-1000-8184 
 E-mail:info@happyraft.com 
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02　緊急時避難経路　救助アクセス 

 

 ・警察、消防など救助を要請する場合は、各消防と共有している下記地点を「番号」

と「名称」で伝える  
  →対象者が動けるもしくは、搬送できる場合は、ＭＡＰの記載地点まで運び消防レ

スキュー隊と合流する 

  →対象者が動かせない場合は救助ヘリの要請を考慮する  

  

  

川からの引き上げ可能な場所リスト　　改定　2024.10.7　 
 
ランク５・・・車両アクセス　良好（ほぼ水際までいける）　　　搬送路足元　良好 
ランク４・・・車両アクセス　普通（国道端に駐車）　　　　　　搬送路足元　良好 
ランク３・・・車両アクセス　普通（国道端に駐車）　　　　　　搬送路足元　不良 
ランク２・・・車両アクセス　普通（国道端に駐車）　　　　　　無理をすれば搬送可能　要整備 
ランク１・・・車両アクセス　不可　　　　　　　　　　　　　　無理をすれば搬送可能　要整備 
 
 
高知県側 
番号 ランク 名称 備考 

① 
 

４ 穴内川合流点 ファミリーコースのスタート地点 
会社によってはゴール地点 

② 
 

３ 薬師堂 大田口橋より上流３００Ｍ　大田口部屯所前　 

③ 
 

２ 大田口小学校 右岸　小学校と保育園の間を降りていく 
最近使われていないようで、草が生い茂っている 
要整備　整備後３ 

④ ３ 船戸部屯所　裏 右岸　階段は急だが道は綺麗 

⑤ 
 

３ 上村モータース ファミリーコース　ゴール地点 

⑥ 
 

５ 豊永河原 半日コース・増水時の１日コース　スタート地点 
ファミリーコース　ゴール地点 

⑦ ３ 豊永大橋　下 歩道橋のところから降りる釣り場口。足元が滑る　バック
ボードとロープ、牽引システムも必要 

⑧ 
 

３ ゆめラフティング下 ここからすぐ上流のところで、岩からの飛び込みを行っ
ている会社複数　バックボードとロープ、牽引システムも
必要 

⑨ 
 

３ 三段の瀬 ザ・ブルーアース　下 
歩く距離が長い 

⑩ 
 

３ 岩原の瀬手前 大久保部屯所から降りる 
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⑪ 
 

５ トップス下　岩原の瀬 半日コース　ゴール地点　増水直後は砂場への車両乗
り入れ注意　スタックする　４DW車のみ 

⑫ 
 

３ 国境の瀬  
 

徳島県側 名称 備考 

 
３ 

国境の瀬　下 バス停（境谷）の路肩に車を停めて上流側に１００ｍ程
行った所の民家の間を降りていく 

 
３ 

コーヒー館大歩危 
ニューヤード 

下名第二洞門の徳島川出口すぐの山側の路肩に駐車
　そこから１００ｍ程下流側へいったところ 

 
3-4 

下名小学校 グランドわきのフェンスネット（上流側）沿いを歩く 

 
４ 

レストランまんなか  

 
４ 

堂床  

 
５ 

West-west  

 
３ 

鉄橋の瀬 ローソンから下流側に１００ｍ程のトンネル手前の路肩
に駐車 

 
３ 

サンリバー大歩危 ホテルの裏側 
　 

 
３ 

小歩危駅 小歩危駅駐車場所の向かい側の民家の間を降りてい
く。二段の瀬手前に出る 

 
３ 

小歩危自動車 二段の瀬後に出る（カメラポイント） 

 
3-4 

白川口（大滝の瀬） 3社程が昼食場所として利用 
生コン　とびの巣峡が目印　 

 
３ 

曲がり戸１ 川並酒店前 
旧ナイスラフティング　ランチスポット　飛び込み 

 
２ 

曲がり戸２ シリウスの下流側５０ｍ 
瀬の前　1段目手前のエディーの対岸 

 
３ 

曲がり戸３ 吊り橋の上流側５０ｍ 
瀬の後　ならく後の左岸ドロップの真横 

 
１ 

曲がり戸４ 右岸　カメラ撮影ポイント　アクセスは厳しいが 
小歩危最大の難所　右岸側唯一の引き上げ可能箇所 

 
４ 

プレアドの瀬 瀬の手前　 
国道わき駐車場所　ボケ除け地蔵看板が目印 

 
４ 

鮎戸瀬荘 瀬の手前 

 
３ 

ドラゴンホール GH（かんまんよ）の１つ高知県側の路肩 

５ 阿波川口　河川敷駐車場 1日ラフティング　ゴールポイント 

追記 
 
〇　119番通報すると高知県側は本山、徳島県側は東みよし町のオペレーターに繋がります。このリストにある名称でやり取りし
てください。 
 
〇　高知県側は通し番号が振ってあるので、そちらも利用してください。徳島県側は番号がないので、名称のみでのやり取りと
なります。 

13  
  



 
〇　重症の場合は無理に移動せずに、ドクターヘリの要請も考慮にいれてやりとりしましょう。 
 
〇　救急隊員の方が水に入る必要性があるかどうかも伝えてあげられると、機材の準備等スムーズになります。 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 03 緊急時連絡リスト/フローチャート 
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04　使用前点検チェックシート 

項⽬  点検⽅法  チェック  
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ラフトボートの点検  ボート全体に破損がないか確認する  

  

アウターチューブ、スウォートチューブ、フロアーに破損が無いか確認する  
  

  
バルブ • 空気圧の点検  バルブに破損がないか確認する  

  

正しい空気圧になっているかの点検  
  

セーフティロープの点検  各種セーフティロープに破損がないか確認する  
  

  

  
パドル  

シャフトが破損していないか確認する  
  

ブレードに破損がないか確認する  
  

ハンドルに破損がないかを確認する  
  

ライフジャケット  ライフジャケットのストラップ、バックル、ファスナーに破損がないか確認する  

  

ウェットスーツ  ゲストがウェットスーツ、ジャケットを正しく着⽤できているか確認する  
  

  
ヘルメット  ヘルメットに破損がないかを確認する。  

  

ゲストがヘルメットを正しく装着できているかを確認する  
  

  

  
シューズ  

シューズに破損がないかを確認する  
  

ゲストのシューズが正しく機能するものかどうかを確認する  
(ゲスト持参のシューズの場合)  

  

シューズが正しく着⽤されているかを確認する  
  

通信機器  通信⼿段を持っているかを確認する。防水ケースを含む。(携帯電話)  
  

  
ファーストエイドキット  ファーストエイドキットがあるかどうかを確認  

  

中⾝の補充ができているかどうかを確認する  
  

救助機材  ラップキットを準備しているか確認する  
  

 

 

05 緊急時対応マニュアル 

 

緊急時対応マニュアル 
2026 

1. 基本方針 
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●​ 人命救助を最優先とする。 
●​ 二次被害の防止（他のボートやガイドの安全確保）を徹底する。 
●​ 迅速かつ正確な情報収集と報告を行う。 

2. 運行（中止）判断基準 
以下のいずれかに該当する場合、ツアーの中止またはコース変更を行う。 

・水位: 
■ ロングツアー 
小歩危コース 
• ​ 大豊ゲージ：1.2m 以上 
• ​ 下名ゲージ：2.45m 以上 
大歩危コース 
• ​ 大豊ゲージ：3.5m 以上 
■ ショートツアー 
• ​ 大豊ゲージ：3.5m 以上 
■ キッズツアー（大豊ゲージ基準） 
• ​ –0.15m ～ 0.15m：ファミリーコースへの変更を検討 
• ​ 0.16m ～ 1.0m：通常コースを下る 
• ​ 1.1m ～ 1.2m：ファミリーコースへの変更を検討 
• ​ 1.21m ～ 6.0m：ファミリーコースを下る 
• ​ ※水量が増加傾向の場合、5.0m を超えた時点で中止を検討 
■ ファミリーツアー 
• ​ 大豊ゲージ：2.5m 以上 
 
 

●​ 気象: 大雨・洪水・雷警報の発令。 
●​ ダム放流: 早明浦ダムの放流通知による規定水位超過。 

3. 緊急時のアクションフロー（現場対応） 
事故発生直後の動き： 

1.​ レスキュー開始（1分以内） 
●​ ホイッスル等で周囲に異常を知らせる。 
●​ 優先順位：1.自分 → 2.他のガイド → 3.要救助者 → 4.装備品。 

2.​ 安全エリアへの移動 
●​ 他の参加者ボートをエディ（流れの緩やかな場所）や岸に停泊させ、待機させる。 

2.​ 状況把握と応急処置 
●​ 意識・呼吸の確認。必要に応じて人工呼吸・AEDを実施。 
●​ 低体温症対策（エマージェンシーシート等の使用）。 

4. 緊急連絡網（報告フロー） 
現場ガイド → ベース（事務所） → 各機関 

●​ 119番（救急・消防）: 住所、現在の場所（例：○○川○○淵付近）、負傷者の数、状況を伝える。 
●​ 警察 (110番): 事故発生の報告。 
●​ 緊急連絡先リスト: 

o​ 代表者（桂川輝彦）：090-4904-8554 
o​ 高知県側　消防　嶺北消防署　0887-76-2806 

　　　　　　　　　大豊分署　0887-73-0600 
　　　　　警察　本山警察署　0887-76-0110 
　　　　　病院　嶺北中央病院　0887-76-2450 

o​ 徳島県側　消防　三好郡行政組合消防本部　0883-76-5119 
　　　　　　　　三好郡行政組合西消防署　0883-86-1119 
　　　　　病院　徳島県立三好病院　0883-72-1131 

5. 搬送・合流ポイント（EAP） 
各消防本部と共有している緊急避難経路　救助アクセスを参照すること。 
6. 事後対応・記録 

●​ 事故報告書の作成: 当日中に「いつ・どこで・誰が・どうなったか」を正確に記録。 
●​ 家族への連絡: 代表者または責任者が行い、状況を誠実に説明する。 
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06受講者リスト （救命講習） 
  

  

No.  受講年⽉⽇  受講場所  受講種別  講習者名  

1  
 2026/6/17 

 嶺北広域行政事

務組合消防本部 
普通救命講習 

桂川輝彦 

 

2  
 2026/6/17  嶺北広域行政事務

組合消防本部 
普通救命講習 

武安洋平 

 

3  
 2026/6/17  嶺北広域行政事務

組合消防本部 
普通救命講習 齋藤隆史 

4  
 2026/6/17  嶺北広域行政事務

組合消防本部 
普通救命講習 

マーク・ハーチンソン 

 

5  
 2026/6/17  嶺北広域行政事務

組合消防本部 
普通救命講習  

飯島明紀 

 

6  2026/6/17 
 嶺北広域行政事務

組合消防本部 
普通救命講習 柏泰樹 

7  
 2026/6/17  嶺北広域行政事務

組合消防本部 
普通救命講習 

中口展健 

8  
 2026/6/17  嶺北広域行政事務

組合消防本部 
普通救命講習 

宮本怜央奈 

9  
 2026/6/17  嶺北広域行政事務

組合消防本部 
普通救命講習 

藤澤玲奈 
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10  
 2026/6/17  嶺北広域行政事務

組合消防本部 
普通救命講習  

 キアヌ・大竹・ハント 

11  
 2026/6/17  嶺北広域行政事務

組合消防本部 
普通救命講習 

宮本ニッキィ 

12  2026/6/17 
 嶺北広域行政事務

組合消防本部 
普通救命講習 

エドワード・ドレ 

13 
 2026/6/17  嶺北広域行政事務

組合消防本部 普通救命講習 
松葉怜也 

14 
 2026/6/17  嶺北広域行政事務

組合消防本部 普通救命講習 
岩森雅幸 

15 
 2026/6/17  嶺北広域行政事務

組合消防本部 普通救命講習  
下村菜々子 

16 2026/6/17  嶺北広域行政事務

組合消防本部 普通救命講習 
高橋奏音 

17 
 2026/6/17  嶺北広域行政事務

組合消防本部 普通救命講習 
安斎由紀 

 
受講者リスト（野外救急法スクールSOLO） 

 

コース名：ウィルダネスファーストエイド 

受講日：２０２５年７月７日　８日　　（２日間） 

講師：近藤大介　尾形未央子 

受講者： 

・桂川輝彦 

・武安洋平 

・齋藤隆史 

・飯島明紀 

・柏泰樹 

・中口展健 

・宮本怜央奈 

・藤沢玲奈 

・キアヌ・大竹・ハント 

・宮本ニッキィ 

・エドワード・ドレ 
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・松葉怜也 

 

 

07 同意書  
  

ハッピーラフト　トリップ参加同意書 

 

参加日　　    2026 年　　月　　日 

 

参加コースは？　　　　小歩危ロングツアー　　　    大歩危ショートツアー 
 大歩危ファミリーツアー　　 大豊ファミリーツアー. 

　　　                                   半日キャニオニング              カスタムツアー 
                                              コンボ1（1日型）　　　　   コンボ1.5（1.5日型）　　コンボ2（2日型） 
 
以下の文章をよく読み、ご理解されたうえで各自ご署名をお願いいたします。 
 

◇アドベンチャートリップには、事前に予測できない事故が起こる可能性があり、その際に物品の損失.・ 
紛失、および身体の負傷、生命に危険を及ぼす可能性がある。 

◇医療地域から離れた場所でトリップが催行されている。 
◇このトリップが特殊なゴムボート、車、バスその他の運送手段によって行われている。 
 

私はHappy Raftの主催するトリップに参加するにあたり、 
以上のことを確認した上で以下のことに同意します。 

 
◇私は指導者の指導に従って参加します。指導者の指示に従わずに起きた事故については、自己の責任であることを十分に理

解して参加します。 
◇自己の安全を守るために、HappyRaftのスタッフの安全説明、安全指導に従いますが、スタッフの力でも回避できない危険が

伴うスポーツであることを承知します。 
◇私は、川の中の流木や岩場にできた隙間に足を挟まれないように、流されるときには必ず足を上げることを厳守します。 
◇私は、私が負傷・病気になった場合HappyRaftのスタッフがそれに必要と思われる応急処置、救急措置、または医療機関や避

難場所への搬送等の処置を行うことを認めます。 
◇私個人の物品（メガネや携帯等）の使用は自己管理とし、損失・紛失に関して自己責任とします。 
◇私は私の参加するHappyRaftのトリップの映像権を無償にてHappy Raftに与え、将来、写真・ビデオを複製し販売すること広

告・HP等に使用することを許可します。また私はこれらを製造販売致しません。 
 

健康チェック 
□現在、アルコール・薬物の影響を受けている　　　　　　　　　　　　　　　　　　　YES　　NO 
□妊娠している　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　YES　　NO 
以上２項目に該当する方は、トリップに参加できません。 
以下の項目に該当する方はスタッフに相談してください。 
□現在、通院中または慢性の病気がある　　（　　　　　　　　　　　　　　　  　）     YES　　NO 

□糖尿病である　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　YES　　NO 
□過去に脱臼したことがある　いつ、どこを（　　　　　　　　　　　　　　　  　）  　YES　　NO 
□呼吸器系の障害や病歴（気管支炎、ぜんそく、気胸など）　　　　　　　　　　　    　YES　　NO 
□循環器系の障害や病歴（不整脈・動悸、狭心症、心筋梗塞など）　　　　　　　　　    YES　　NO 
□ペースメーカー等の医療用電子機器を装着している              　　　　　　 　　 　　      YES　　NO 
□過去にてんかん発作、痙攣を起こしたことがある　               　　　　　　 　　　　      YES　　NO 

□アレルギー体質である　　  　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　  YES　　NO 
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□その他、特記事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 
以上のことを、理解、申告した上で、同意し署名いたします。 
 

署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （参加者が未成年の場合）　 

 

 

英語版 

 

DATE　　　　　　/   　　  /   2026 
 

COURSE　　　Koboke Long Tour　    Oboke Short Tour      Oboke Family Tour  
                                  Otoyo Family Tour     Custom Tour 
                                  Canyoning  Tour     　  COMBO 1          　COMBO 2    　　   COMBO 3   
 

Please read the following carefully and sign below to indicate your understanding and agreement. 
◇ Adventure trips involve the possibility of unforeseen accidents, which may result in the loss or damage of personal 

belongings, bodily injury, or even life-threatening situations.   
◇ Trips are conducted in areas that are distant from medical facilities.    
In participating in trips organized by Happy Raft, I acknowledge the above and agree to the following:   
◇ I will follow the instructions of the guides. I fully understand that if I fail to follow their directions and an accident 

occurs, I am solely responsible.   
◇ For my own safety, I will follow all safety briefings and instructions provided by Happy Raft staff, while understanding 

that this sport carries risks that cannot be completely eliminated, even by the staff.   
◇ To avoid entrapment between rocks, logs, or crevices in the river, I will strictly keep my feet raised when being carried 

by the current.   
◇ In the event that I become injured or ill, I consent to Happy Raft staff providing first aid or emergency treatment as 

deemed necessary, and arranging transport to medical facilities or evacuation points if required.   
◇ The use of my personal belongings (such as glasses or mobile phones) is at my own risk, and I am fully responsible for 

any loss or damage.   
◇ I grant Happy Raft the unrestricted right to use photos or videos of me taken during the trip free of charge, including 

the right to reproduce, sell, or use them for advertising, websites, or other promotional purposes. I agree not to produce 
or sell such materials myself.   

  
We trust that you will have an awesome day. Please answer the following questions below.  

 

HEALTH CHECK 

□Are you intoxicated?  　　　　　　　　　　　　　　　                                YES   NO 
□Pregnant                                              　　　　　　                  YES   NO 

If you answer yes to either of the above questions we can not take you rafting today 
If you have any medical conditions please let us know 

□Have you been hospitalized or had any surgery in the past year?  (　　　　　    　）YES　 NO 

□Diabetic   　　　　　　　　　　　　　                   　                          YES   NO 
□Dislocated shoulder or any joints before  (　　　　 　                          　）YES   NO 
□Asthma                                                                              YES   NO 
□Circulatory Disease                 　(　　                                     　）YES   NO 
□Do you have any medical electronic devices (e.g. a pacemaker)?　 (　　　　　    　）YES   NO 
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□Epilepsy                                 　               　　　               　　 YES   NO 

□Have any allergies   　　　　　　     (　　                               　　  　）YES   NO 

□Others　　　　　　　　 　　　 　　   　　　　 

I agree that I have understood the above questions and answered honestly. 
Name 
       ___________________________________________________________ 
Signature                                 Parents signature    

_____________________________________________ (under 18 years old）__________＿＿___________ 
 

 

 

１３歳以下免責同意書 

 

※※こちらの免責同意書は、１３歳以下のお子様の場合のみご記入お願い致します※※ 

 

免責同意書 

 
　私は、ハッピーラフトが主催するイベントに参加するにあたり、下記のことを十分に理解した上で同意いたします。 

 
記 

　ラフティングやキャニオニングのアクティビティは、各参加者が自らのパドル操作により激流の中を下るリバースポーツであり、時と
して、転覆して川の中に投げ出されるなど、事前に予測できない事故が起こる可能性があり、その際に物品の損失・紛失、およ
び身体の負傷、生命に危険を及ぼす可能性がある。 
したがって、１３歳以下のお子様が参加する場合は、必ず保護者がツアーに同行し、お子様がガイドの指示に反する行為を
取らないようしっかり監督・補助するとともに、ガイドの指示が届かないところでは、保護者の方々自身も、お子様の行動に対
して監督・補助し、事故が起きないよう責任を持ちます。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　 

署名　　　　　　　　　　　　（続柄　　　　　　）　 

 

ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　 
 

 

１３歳以下免責同意書　英語版 

 

※※For parents of children 13 years old and under※※ 
************************************************************************************** 

HappyRaft　Parental Guardian　Consent　Form 
While participating in rafting and canyoning activities, unpredictable accidents can occur, such as rolling or being 
thrown into the river. There is a possibility that you may lose personal items, get physically injured, or even be put 
into a life threatening situation. Therefore, if a child under the age of 13 wants to participate in any activities, a 
guardian must accompany them during the tour to ensure that the child follows the guide's instructions. Also, the 
parents themselves are responsible for supervising and being in charge of their child's behavior to prevent 
accidents.  
In the event of an emergency, I hereby give permission to transport my child for emergency medical treatment. In 
the event of an emergency please contact me at the following phone number or email  
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address ________________________________________________                                       
I agree not to hold HappyRaft liable in the event of any accident.  
I am the parent/guardian having full legal responsibility for decisions regarding my minor/child. 

 
Name  ____________________________      Signature  ____________________________ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人ギア使用誓約書 

 

誓約書 

 

私は(株)ハッピーラフトが主催するツアーに参加するにあたり主催者側が用意した装備 

は使用せず、私個人の責任において私個人の装備を使用し、万が一その装備が原因となる 

重大事故が発生した場合にも一切の責任を主催者側に追及しないことを誓約します。 

 

年 月 日 氏名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

08 安全説明(セーフティトーク)リスト  
  

No.  項 ⽬  説明内容  
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１  体調確認  • セーフティートーク内でも確認  

２  当⽇の流れ ‧ ルール  • 出発 • 終了予定時間、コースの説明  

  

  

  

3  

  

  

  

川の注意点  

•​ 転倒のリスクと回避⽅法  

•​ フットエントラップメントのリスク  

•​ ホワイトウォーターフローティングポジションの説明  

•​ ディフェンシブスイミングとアグレッシブスイミングに

ついての説明  

 4    

ライフジャケットの確認  

  

• ライフジャケットの着⽤⽅法と確認  

 5    

レスキュー⽅法  
•​ ロープの扱い⽅と注意点  

•​ 落水時のリカバリー⽅法の説明(静水時/急流時)  

    

  

  

ラフティングについて  

•​ ボートの乗り⽅と⾜のポジショニング  

•​ パドルの使い⽅ • 漕ぎ⽅と注意点、不使⽤時の置き⽅  

•​ 急流箇所での事前告知と確認事項  

•​ ボートでのガイドと漕ぎ⼿の各役割の説明  

•​ ラフトボートの操船に関する指⽰についての説明  

 7    

その他  
•​ 熱中症や脱水症状の予防についてのアナウンス  

•​ 釣り⼈とのルールとマナー  

 
 

 

 

 

09 事故処理後記録項目  
   

アクシデントレポート/Accident Report 
 

Date　　　　　　/　　　/ 
Guide　Name　　　　　　　　　　　 

TL　Name　　　　　　　　　　　 
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Trip　    Rafting　 Canyoning　Other　       　　　　　　　　   　　　　　　　                            
Course  　L　 S1  S2　K1　K2　F1　F2  C1  C2   Other　　　　　　　　　　              
Conditions  Water Level　　　　　　　　Air Temp                              　    
         　  　   Water Temp          　　　    　Weather　　　　　　　　　　  　　                        
                    
いつ？/When　　　　　　月　　日　　　　　　　時　　分　　　　　　　　　どこで？/Where　　　　　　　　　　　　　　　                
                          　　何で怪我した？　ダウンリバー・ゲーム・飛び込み・その他　　　　　　　　　 
Cause of Accident Downriver/Game/Rock Jump/Other　　　　　  　　　　　　怪我の部位/Injury site　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
怪我の種類/Type of injury　　打撲・裂傷・捻挫・骨折・その他　　　　　　　 
　　　 　Minor Bruise/Bump/Cut/Laceration/Sprain/Twist/Broken Bone/Other           
どうやって/How　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
処置　なにした？/ FirstAid/Actions given　　　　　　　　　　　　　　　　　 
   　　　　　　　　　　　                       　　　　　　　　　　　　　　　　　　                     
   　　　　　　　　　　　　                       　　　　　　　　　　　　　　　　　                     
この怪我、事故の再発防止策Ideas to prevent repetition of Injury/Accident 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
   　　　　　　                       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                     
   　　　　　　                       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                     
怪我をされた方の情報/ customer Information  
 

      ふりがな　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
名前/Name　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 

生年月日/Birth day　 (昭和・平成・令和)　　  　年　　　月　　　日
　 

年齢/Age　　　　　　　　　　性別/Sex　　　　　　　　　　 

住所/Address　　〒　　　　　　　　　 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

電話番号/Phone number　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

職業/ business　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 
 

 

 

 

 

 

10　事故調査報告書項目  
  

  

章番号  ⼤項⽬  ⼩項⽬  
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1  事故調査委員会の構成  
  

  

  

  

  

  

2  

  

  

  

  

  

事故概要  

事故発⽣時の⽬撃情報  

事故発⽣後の主な時系  

事故発⽣までの当事者の様⼦  

現場検証結果  

  

  

3  

  

  

ルート上の危険箇所と事前対策  

事前調査の内容  

救護体制  

  

  

4  

  

  

安全対策  

問題点  

今後の事故発⽣防⽌策  

5  第三者の所感  
  

  
 

  
 
 

 11　各種ルールと川の危険個所 

 
Fisher mans 
・​向こうがこちらに気付いていなければ、ファーストボートがホイッスル 
・​釣り師が見えるところ（上下300ｍ）では泳がせない 
・​特に、川の中にいる釣り師に注意。 
・​釣り師よりも見落としやすいのが、しゃくり漁の人。 
＜特に、豊永・ハッピーの下の瀬・三段手前　など＞ 
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・​曲がり戸　2:00～3:00 
・​鮎戸　2:30～3:30（エディー入らない）SKの下り方 
 
大歩危コース・小歩危コースの注意点 
＜大歩危＞ 
・​三段　渇水時　シュート 
・​　　　増水時　シブ（水量に応じて2箇所ある） 
・​秋　さし網・鉄くい　情報共有しましょう！ 
・​飛び込み岩後の瀬　渇水時　エントリー真ん中に岩が出てくる 
 
＜小歩危＞ 
・​二段・大滝　サーフィン待ち　岩注意 
・​大滝ランチ　あがる時など岩場歩き注意（お年寄り、おデブちゃん） 
・​大滝　タコ壺エディー 
・​アドの瀬　協定期間中はスレッジ、エディーキャッチはNG 
 
飛び込み 
・​P・F・Dのゆるみによるバックルでのけが 
・​鼻　つままない 
・​真下に危険な岩はないか 
・​躊躇している人のケア、無理にとばせない 
・​5ｍ以上の高さのジャンプは行わない 
・​めがねの人、下見ないように注意　か　預かってあげる 
・​岩場　歩くときのケア 
・大豊3.0ｍ以下の中ボケ　ゴール手前左岸側の飛び込みかやらない（2019） 
 
ファミリーツアーの注意点 
・小さな子供へのケア 
　PFDのフィッティング 
　引きげ方（両親の気分を害さない） 
　放り込ませない（お父さん） 
　飛び込み後のレスキュー　引き上げ 
　ボートの下敷き注意（いつもどこにいるのか注視しておく） 
・上村モータースで上がる時　国道注意 
 
大歩危ファミリー 
・大豊1.1を超えたらおおとよファミリーコースへの変更を考える　 
そのツアーの参加者の内訳・ガイド等も考慮しＴＬが判断する 
ＭＡＸ1.2ｍ 
この数値は増水等による川の変化を鑑み常に上下する 
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修学旅行の注意点 
・スイマー/フリップ　ださない！！！ 
・ゲームにも気を付ける　もしもそのゲームが原因でけがをした場合・・・ 
　例：ガイドが生徒の肩に乗って水中深く沈みこませる。 
・トロ場で泳がせる際も、泳ぎたくない生徒の確認を必ず行う 
・生徒との会話、内容に注意 
 
その他 
・​去年までの怪我　→　報告書にて再確認 
・​ゲーム中の怪我防止 
・​P・F・D　チェック　ボート乗船直前/最初のスイム後/飛び込み後/ランチ休憩後 
・​イーベックポイントの確認 
・​状況に合わせたスペーシング（1艇目カメラ係バックアップ、ＴＴ、陸上カメラマンがいるとき、増水時、渇水時） 
・​陸サポ　リバーサインの徹底　ハイウォーター曲がり戸PFD着用 
・​トレーラー　小　4艇積み　禁止（潰して間に１艇挟むのはＯＫ） 
・​雨天時の運転　特にスモールトラック　空で走るとき　めちゃくちゃ滑る 
・​各ツアーの距離・時間・瀬の数　正しく把握 
・​ウェットスーツ　サイジング　フィッティング　夏場はゆったりめを渡す 
・​PFD　XLサイズ着用の場合、必要であれば股ストラップを使用する 
・​PFD　キッズサイズ　体重チェック、小さな子には股ストラップがあるものを優先的に渡す 
・​ペリカンの使い方 
・​ギア渡し　ムカデチェック 
・​スモールトラック運転手　限られる 
マニュアル・運行規定　サイン 
・シーズン初めには必ず運行規程、マニュアル等を熟読し、確認のサイン 
・ツアー前とツアー後　実際にツアーにでたガイドの再確認　トリップレポートに記入 
・TLレポートは必ずTL本人が記入すること 
・トレーニングに出たときは毎回トレーニング報告書を書く事 
・アクシデントレポート　後で読み返したときに誰にでも分かるように詳細記入を怠らない 
・ウェットスーツ/シューズ/車/草刈り機等会社の備品を勝手に使用しない。する場合は了承を得て使用し、メンテナンス

等の管理を責任をもって行う。 
・朝のツアー前　ヘルメット等のギアの手入れ　壊れているものがあれば放置せず２Fへ直ぐにもって上がる。車両点

検チェックシートを使って、車両のメンテナンスを行う。草刈り。 
・朝のシャトル時　ランチ、送迎等で使用する車を確認してから動き出す。個人携帯を携帯する 
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12　飲食営業許可 
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13　菓子製造業営業許可 
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14　食品衛生責任者講習 

 

 

 

 別紙①地震対応マニュアル 

 別紙②ラフティング　オペレーションマユアル 
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別紙③トレニンーグリスト 

別紙④飛び込みマニュアル 
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